
データ：H31 職員会議フォルダ内 

 

仙台市立  小学校 第１回 Ｃ部会（児童理解の会）記録 

 平成 31年 4月 24日（水） 

１ 校長から                                職員室 
   特別支援教育課の「one point」中身の一部を読み上げて紹介。児童理解をみんなでしていきましょう。 

２ 児童理解の会 

１）特別な支援が必要と思われる児童について（一覧表有り） ※資料２－１，２－２ 

１．全校で周知が必要な児童について…一覧表の赤色児童は担任より口頭説明 

２．配慮が必要な○年児童について（一覧にある児童全員） 

【校内支援体制】 

                   特別な配慮が必要な児童 

               

           保護者からの相談            担任の気づき     全職員に報告 

巡回相談       生活の様子               行動・学習の様子   （教育相談・特別支援部会） 

専門家チーム 

カウンセラー              特別支援委員会 

特別支援学校    〔構成員：校長 教頭 教務主任 コーディネーター 児童の担任・学年主任 他〕 

相談機関       対象児童の実態把握・情報収集   支援内容・方法の検討 

医療機関        

幼稚園・保育所                           就学支援委員会 

 

          学級・学年  校内チーム  個別の指導   特別支援学級   通級指導教室 

                 （人的支援） （取り出し・逆交流） （ひまわり学級）  校内：ことばの教室 

                                                            校外：きこえの教室 

                                                               はぐくみ教室 

 

２ 連絡 

１）個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成について 

〇１学期の目標・手立ての記入をお願いします。 

様式は・・・（全職員共有用フォルダ→１_H31→02_校務分掌活動→04_特別支援教育→1_特別支援→個別

の教育支援計画・個別の指導計画（通常学級用・特別支援学級用））にあります。 

 ※このフォルダの中に去年のデータを入れておきます。 

２）学校生活巡回相談について 

  １回目の実施は，１年生対象に考えています。早めに相談できるように進めていきます。 

  ３）アーチルのパンフレット「お子さんの発達が気になったら」の紹介 

 

３ 教頭から 

                              

１－５－③ 


